





The Formation Process of Thematic Unit in Japanese Language Education in the 1970s
─　In the case of practical research by Hiroshima University High School　─
Masafumi Ikeda
Abstract: In this paper, I considered the formation process of the thematic unit in Japanese 
education in the 1970s. The 1970s is very important period, because many theorists who insisted 
on the thematic unit refer to the practical research by Hiroshima University High School in 
1970s. This practical research was born by the following situations. 1. In Japanese language 
education, the recovery of the human nature has been demanded. 2. When students learn 
the literature, teachers had set the pursuit of humanity to the goal from before. 3. Japanese 
language education textbook that was used by Hiroshima University High School (Be made 
by SANSEIDO Co.,Ltd.) was composed of the thematic units. These situations was formed the 
thematic unit of the 1970s. And, the practical research by Hiroshima University High School 
was to have a big inﬂ uence.
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できること（広島大学附属中 ･ 高等学校 , 1981, p.82）
や，他の主題単元学習実践者の論の参考とされてきた


















の開発 ･ 選定 ･ 編成が多様になされた。
３．主題単元学習の意義が，実践的研究をとおし
て実感的にとらえられた。総合化による主題単元


















全員で ｢国語Ⅰ｣ の単元化 ･ 教材化およびその実践















































































姿であったと思います。（深萱 , 1980, pp.196-197）
この文言では，現代化カリキュラムだけではなく，
学習者が選抜されることになる受験戦争の始まりが，
無気力 ･ 無関心 ･ 無責任といった若者気質を生み出し
てきたことが主張されている。また，ここで ｢〈学園



















































































































































在のように ｢現代国語｣ ｢古文｣ ｢漢文｣ と完全にカリ
キュラム上切り離されているものを総合していく試み
だとわたしは考えております。｣（広島大学附属中 ･ 高













よる認識の深化を求めた｣（渡辺 , 2014, p.83）二年間
を模索期と，｢総合的な主題単元学習の意義を認識し，
多様な主題，年間計画に基づく実践，入門期指導，多
























































































































































のである。自己と社会 ･ 人間 ･ 文化との間を確か
にし，そこに自己の感情を投影することによって
人間としての自己が深化されていくのである。
このように，社会 ･ 人間 ･ 自然 ･ 文化などの事
象をことばでとらえ，その事象の本質を ｢認識｣
するところに，｢ことば｣ の本質的な機能がある

























じて単元に系列化してある。｣（深萱 , 1974, p.83）と述
べ，三省堂の『中学校　現代の国語』が ｢主題別単元











































たのは，｢説明 ･ 論説教材の指導｣ という項目である。















は困難である。（小山 , 1974, p.212）
このように小山が主題単元という方式での学習指
導を，｢国語Ⅰ ･ Ⅱ｣ の登場の前段階，すなわち広島
大学附属中 ･ 高等学校の実践的研究の前段階で示して
いたことは，非常に重要なことがらであると言える。
前節で取り上げた広島大学附属中 ･ 高等学校（1973, 
1975）での，｢戦争と人間｣ を主題とした一連の研究も，
ここから生まれているものと考えられる。
ただ，波多野 ･ 吉田 ･ 木原編（1974）では，主題単
元という方式を採ると言いつつも，実際の ｢中学校　















古氏の ｢ホモ ･ メンティエンス｣ でいうところ
の Serendipity ではないが，小説性も文学性も生
きて働く価値として身につかないのではあるまい
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